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灘 新入生を迎えて

旭川医科大学長 久 保 良 彦

入学者選抜の難関をパス し、21世 紀最初 の人学者

として本学に入学 され た医学科第1学 年95名 、看 護

学科第1学 年60名 、同 じく看護学科第3学 年編人者

10名 の皆さん を本学教職 員は心か ら祝福 し、歓迎 申

し上げます。

入学者の皆 さんが旭川 医科大学を選 んで受験 し、

合格 されたということは、本学が社 会に代わ って、

皆 さんを近 い将来、社会 に奉仕する医療者 としての

資質 と適性がある と判 断 した ことにな ります。それ

はまた、社会の人々が皆 さん を選び、 自分達の健康

と幸福 を皆 さんに負託 したのだ と考えていただきた

いと思 います。

申す まで もない ことですが、皆 さんがこれか ら学

ぶ医学は 自然科学 だけの学問ではあ りませ ん。それ

は対 象となる人間が、生物学的に存在す るなかで精

神や心理 をもつ形而r.学 的な存在であ り、 さらに家

族や社会の中にあって集団 をつ くる社会的存在で も

あるか らです。それ故、医学は 自然科学 ・人文科学

および社会科学 といった広域性 をもつ学問なのであ

ります。

また、医療 とい うのは、 このよ うな医学 を人間あ

るいはその集団である社会へ適用す る ことであ り、

広 い意味の医学に含め られ ます。従 って、医学は科

学(science)だ けでなく、 その実践 に当た っては技

能(art)を 必要とします。 さらに大切 なことはそれ

が患者 という病気 を持 った 人間への行為で あること

か ら、実践者であ る医師やナースな ど医療者 には人

間性(humanity)が 求められるということです。 こ

の場合、科学は医師やナースなどの頭脳のことであり、

技能は手や腕、人間性は心 の問題であ ります。 ここ

でいう技能は技術(t㏄ ㎞ique)と 同じ意味ではなく、

技術を使 いこなす能力(skill)と 解 されます0人 間

性はや さしさ、思 いや りなど身 についた心根 といい

かえることができます。

さて、新 しい世紀では科学の いろいろな分野で さ

らな る発展 が期待 されてお ります。 とりわ け医学 ・

医療に とって21世 紀 は爆発的 ともいえる進歩がその

特徴 となるだろうといわれ ます。それは基盤 となる

分子あるいは細胞生物学 の発展 に確 かな足 ど りがみ

られているか らです。

そ してそれ らの基礎研究の発展は、臓器移植、 生

殖技術、遺伝子診断、遺伝 了治療 あるいは再生医学

といったさまざまな高度 ・先進医療の開発に繋が る

ものです。

しか し、一方では、 このよ うな高度な先進医療が

開発され、医療の現場 に持ち込まれ る場合、常 に生

命倫理 の問題がかかわ って くる ことは 申すまでもあ

りません。そして新しい科学技術の開発がさらに進み、

いままで踏み込んだ ことのない領域が次々 と開かれ

るに従 い、人類の自己調節能力が耐 え られるかどう

か とい う思 いもよ らない深 い倫理 問題が生 じてくる

可能性 も危惧 されます。 これか らの医療 を担 う皆 さ

んに、 よ り深 く広い人間学の学習が望 まれる所以で

あ ります。

旭川医科大学では数年前よ り全面的なカ リキュラ

ムの改革に取 り組んでお ります。それは近年の医学 ・

.医療の 目覚 ま しい進歩 ・発展に伴 う情報量の増大 に

対処す るため と、医学教育 における体験学習の大切

さを重視 した結果であります。

多 くを教 え学ばせるという従来の教授法に比べ学

生が主体的 に自ら学ぷ、 いいかえると自分で課題 を

見出 し、自分でそれを解決する力を身 につけさせ る

方向が近年の医学の急速な発展に則 したよ りよい医

学教育法であると判断 されたか らです。

このカ リキ ュラムを生かすためには、学生それぞ

れが良い医師 ・看護職者 になる という明確な 自覚 を

もち、 白ら学ぶ努力をす ることが何よ り大切な条件

となります。

ちなみに、本学で医学 教育 に当て られている時間

は医学科で4,185時 間、看護学科で2,655時 間 となっ

てお ります。 これ らは皆 さんの6年 間(医 学科)あ

るいは4年 間(看 護学科)の 全持ち時 間の僅か8%

と7.5%に 過ぎません。急激 に増加 している情報量に

対 して、 それ らの時間がいかに少ないものであるか、

さらに残 りの90%余 りという大学外の 自分の時間を

有効に過ごす 自己学習がいか に貴重であるかが この

ことか らもお分 りいただけると思います。

新 しい世紀の医療を担 う皆 さんが本学で知識と技

能 を研鐙 し、 人間性の陶冶 に努め られ ることを期待

いたします。

平成13年4月6口 入学式式辞

(一部加筆)
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医学科新入生のみなさんへ

医学科第1学 年担当 近 藤 均

春陽いまだ淡き中、今年 もめでた く新入生を迎 え

ま した。医学科新 人生はわず か95名(男 子67名 、

女子28名)で すが、年齢 ・出身地 ・経歴 ・性格 ・趣

味 ・特技などはさまざまです。人学のルー トが推薦 ・

前期 ・後期 と3つ あ り、それぞれ 「得意ワザ」で勝

負できることも、新入生の多彩 さにつながって いる

ので しょう。個性豊かな面々が互いに切磋琢磨 し、

友情を深めつつ勉学 に励む ことを切に願 ってやみ ま

せん。

本学医学科では、3年 前、 カリキュラムの全面改

革を断行 しました。低学年か ら 「医学チ ュー トリア

ル」 「早期体験実習」 「総合生命科学」な ど、専門

教育を意識 した 内容が盛 りだ くさんにな りました。

その分、いわゆる一般 教育(と りわけ人文社会系は

教養教育)の 時間は大幅 に減 りま したが、スタ ッフ

は 「量よ り質」の精神 で臨んでいます。選択科 目の

大半は看護学科 との合同授業です か ら、授業を通 じ

て看護学科の学生との協調 も深 めて ください。

さて、私 も学年担 当を拝命 した以上、みなさんの

顔 と名前はきちん と覚 えますが、 巾学や高校 のクラ

ス担任 とは違って、みな さんの方か らのアプローチ

がな い限 り干渉は しません。学年担 当の職務 を端的

に表現す ると 「よろず相談 係」 ということにな りま

す。私 自身は もともと文科 系の人間です か ら、医学

部の学生 に的確 なア ドバイスがで きるか不安 もあ り

ますが、かえって斬新な発想で対応できるか も知れ

ない と、 いささかの 白負 ももって います。本学は小

規模な大学ですが、幸い、学問的に も人格的に も優

れたスタッフ ・先輩が多数 います。 そういう方々の

お知恵 も拝借 して、真摯 に問題解 決にあた りたい と

思います。

近年 とくに深刻なのが、進路変更 にかんする悩み

です。本学に入学 したものの、授業 にな じめない、

よ く理解 できな い、あるいは、別 の大学 ・学 部に進

学 したかったが偏差値 によ る輪切 り指導や親 の希望

などを優 先させて しまった、などと思い悩 む人が少

なくないようです。 自分 自身の しか も1回 限 りの人

生ですか ら、よ く考 え、悩み抜 いて、悔いを残 さな

いよ うに対処 してください。

そんな迷 いのない人も、授業中にコンプ レックス

を感 じる ことは多々あると思 います。 なに しろ名門

進学校の出身 者が多 く集 まっているのですか ら、な

かなか 「優」は とれ ません。 「優」 をとろうとあせ

ると、精神衛生r.よ くあ りません。低学年のうちは、

「可」で結構、 というくらいの気楽な姿勢で臨んだ

ほうが、かえって 良いよ うに思います。ただ し、 医

師国家試験 は年 々厳 しくなってい くようですか ら、

くれ ぐれ もサ ボ り過ぎないように。 また奨学金受給

者は、成績が悪 いと、受給が取 り消 される 可能性が

あ りますか ら注意 して 下さい。

学業はもちろん大切ですが、 とくに低学年の うち

は、クラブ ・サー クル ・ボランテ ィア活動 ・大学祭

な ど、 「遊び」(換 言すれば 「ゆと り」)の 時 間を

通 して、友だちの輪 を広げてい くことも心掛 けて く

ださい。 くれ ぐれ も、特定の人物や団体にのめ り込

んで 「洗脳」 されな いこと。 また、交通事故 に注意

し決 して加害者にはな らない こと(国 家試験 を受け

られな くなる可能性があ ります)。 さらに、異性交

友(交 遊?)で は節度 を保ち、決 して トラブル を起

こさないこと。

授業や遊びを通 して、幅広 く深い 「教養」 を身に

つけて くだ さい。

ところで教 養とは何で しょうか。私が尊敬す る歴

史学者のひとり阿部謹也氏(一 橋大学名誉教授)は 、

「教養がある」 とはどういう状態かを定義 して、 「自

分が社会の中で どのよ うな位置 にあ り、社会のため

になにができるか を知っている状態、あるいはそれ

を知ろ うと努力 している状況」 と述べています。 じ

つに味わい深 い言葉だ と思 います。

紙数の関係で書き尽くせないことが多々あ ります。

参考書 として下記の本 を薦 めます。

〈読書案内〉

*『 大人のための勉強法』止続2冊

和田秀樹著PHP新 書(2000～01年)

*『 大学で学ぷべきこと、学ばなくてよいこと』

鷲出小彌太著PHP研 究所(1998年)

*『 「教養」とは何か』

阿部謹也著 講談社現代新書(1997年)

*r大 学論』

阿部謹也著 日本エディタースクール(1999年)

*『 教養論ノート』

浅羽通明著 幻冬舎(2000年)

(歴史 教授)
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看護学科の新入生を迎えて

醗 学科第1学年担当 望 月 吉 勝

新入生の皆さん、入学おめでとうございます。看

護学科は、昨春第1期 生を、そ して今春第2期 生 を

送 り出 したばか りです。皆 さんは第6期 生 として、

この若い学科の歴史 を創って いくことにな ります。

第1期 生 と第2期 生の全員が看護婦(上)の 国家試

験 に合格 した ことは、木当にうれ しい ことで した。

だが、国家試験 に受かる ことは最終 目標ではな く、

む しろ看護 の専門職者 として のスター トです。 これ

か ら皆さんは、その十台 となる勉強をするわけです。

医 もそ うですが、看護 もScience(科 学)で あ り

Art(技 術)で す。 ここでScienceと 言う語は分かる

として、Artと いう語が分か りにくいと思うので、少

し説明 しておきます。医聖 ヒポクラテスに由来す る

言葉に °!lrsTonga.vitabrevis."、 英訳では"Art

islong,lifeisshort."が あ ります。 ここでのars(=

art)は 芸術ではな く医術を指します。医術は深淵で、

これ を極 めるには時間がかか る、だか ら倦まず たゆ

まず努力が大事 と、補足 した くなるのは、教師 の職

業病で しょうか。ともあれ、医療にしろ、看護にしろ、

そのほかの領域にしろ、およそ専門家というからには、

その領域 の体系立てた知識 を持 っていると同時 に、

技術 を身 に付けていな ければな りません。つ まりサ

イエ ンス とアー トは車の両輪なのです。

大学での勉強 とは、教 えて もらうのではな く、 自

ら学ぶ ことです。 自 ら学ぶ方法を身につ けることが

大 事です。そ して、先生達や図書な どresources(資

源)を 活用し、自らの学習に役立てることも大事です。

これ らは、大学での学習で も、卒業 してか らの生涯

学習でも大事な ことです。 これか ら、た くさんの事

柄 を学んでいくのですが、た くさん有 りすぎて憶 え

られない、 出来ないと、高校までの嘆 き方で足踏み

していては前に進めません。た くさん有るにして も、

核 とな る事柄 とそれ を取 り巻 く事柄(重 要度 もピン

か らキ リまで)が 有るはず です。 もっとも重要度の

判断には或 る程度の下地が必要ですか ら、 と りあえ

ず取 り組んでみる、そ して考える、工夫する、調べる、

相談するなどを試みて、 自ら学ぶ方法 を早 く身につ

けてくだ さい。

高校までのようなホームルームの時間は無いので、

学年担当といって も、毎 日決まった時間に皆さん と

顔を合わせ るわけではあ りません。大学生である皆

さんは、 ジリツ(N律&自 立)し た生活が出来 るこ

とが原則です。 もちろん相談が有れば、いつで も研

究室の ドアをノックしてください。

どの授業で顔 を合わせるのかが分かるよ うに、私

が担'i(あ るいは分担)す る科 目について述べてお

きましょう。 まず、第1学 年前期には 「公衆衛生論」

が あ ります。 この科 日で は、 人 間 集 団 の健 康 と

RualiLyofLifcを 守るための公衆衛生活動について

学び ます。 第1学 年後期の 「健康教育論」では、人

間の健康行 動に関す る様々なモデルや健康教育に用

いる様 々な方法 につ いて学び ます。 これ らの科 目で

扱 う事柄は非常 に広範囲に渡 るので戸惑 うか もしれ

ませんが、 いずれ も看護の各専門領域 の基礎 となる

ので、そのつなが りを意識 しなが ら学習 してほ しい

と思 います。第2学 年での担当科目はあ りませんが、

第3学 年の 「看護研 究(統 計学含む)」 では、研究

力法の一般論 を分担 します。 また、第3学 年前期 に

は 「看護学英語」があ り、皆 さんは少人数のグルー

プに分かれ、セ ミナー形式で看護お よび関連分野の

英語 で書かれた論文 を読み ます。看護の各専門領域

の学 習、そ して研究方法論の学習を踏 まえて、第4

学年では 「卒業研究」 に取 り組み ます。 自分 の興味

のあるテーマについて、計画 ・実施 ・分析 ・発表 と

いう研究のプ ロセス全体 を体験 します。 これは時間

と労 力がかか り、少 々辛いか もしれ ませんが、卒業

後 に専門職 として知的共有財産(研 究論文)を 創 り

出すための トレーニ ングです。

結びにもう 一度。Arslongs,vitabrevis.

(地域保健看護学講座 教授)
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新入生を迎え{=「

医学科第6学年 松 井 あ や

新人 生のみ なさん、 入学 おめで

とうござい ます。 新 しい環境、 講

義 、友 人、部活 動…何 とな く落ち

着 かな い毎 口の中、 まだ6年 もあ

るんだ、 と先 の見えな い思 いを抱

いて いる方 もい らっ しゃるで しょ

うが油断 は禁物、6年 間なん て本

当にあっという間に過ぎていきますよ。

多くの方にとっては20代 の半分近 くを費やす こ

の大学生活ですか ら、ぜひ悔 いの無い様に過ごし

たいものですね。先に5年 間を過ごした者としては、

この間にやるべき ことはもちろん勉強と、そ して

人間の幅を広げることではないかと思います。

医学部にこられる皆 さんにとっても、大学の試

験勉強は受験の時よりもしか した ら辛いもので し

ょう。怖 いのはどう勉強するかは全て自主性 に任

されていることです。時間をかけ知識 を定着させ

ても一夜潰けで次の 日には空っぽで も、試験 に通

れば上の学年へ進めます。基礎医学をなめると臨

床医学を学ぶ時大きなつけを支払 うはめになるの

でご注意を。

でも、同じように大切なのは人格の幅広 さを身

につけることか もしれ ません。 これか ら皆さんを

待ちうけているのは、先輩にご馳走になるご飯や

週末の楽 しい ドライブだけではな く、 くじけそ う

になる試験勉強や、医師を目指す ことへの迷いな

ど苫 しい局面もきっとあるはずです。そんな時、

相談できる仲間や気分を変えるのに役立つ趣味を

持 っていた ら素晴 らしいけれ ど、まずは多方面か

ら物事を見つめ、問題を解決できる自分作 りがで

きているのが ・番ではないで しょうか。部活動に

打ち込むこと、勉強や趣味、アルバイ トな ど私生

活の面で自分に合ったや り方を築いていくことで、

何でも白分の成長に結びつくと思 います。旭川医

大は医学部のみの単科大学ですから、外部との交

流をはかるのも、ものの見方の幅が広がりとても

よいことでしょう。何 に対 しても、 これだと思っ

たことに積極的に トライし、浅く流 してしまわず、

その中か ら何かをつかんでいって下 さい。ご健闘

を祈っています。

Lご 一一一一一一=========================コ

歴新入生を迎えて

〔
⊂

看護学科第4学年 高 橋 聖 子

新入生の皆様、御人学おめで と

うございます。大学生活には慣れ

ましたか?北 海道 もようやく春を

迎え、大雪山系の雪解けも始まり

ました。みなさんの緊張 も雪解け

と ともに解 け、 大学 生活 の楽 しさを感 じ始 めて い

ることと思 います。

大学 生活は全 てが学 びです。 自分 に とって全て

の経験 が、学び だ と思 い ます。 授業だ けで な く、

遊び、 バイ ト、 サー クル も全部 が学び とな り、 皆

さん の豊 かな経験 と して、 これ か らの人生 に生か

され るで しょう。 その 中で、 自分の個性 を磨 いて

いって ほしいと思い ます。

私は中学時代か ら手話 を続 けています。現在 も、

学 外 の手話サ ー クル に通 い、学 んで います。 そ う

した 中で、病 院 におけ る手話 の必 要性 を感 じず に

は い られ ませ ん。 ろ うあ者 とのコ ミュニケ ー シ ョ

ン手段 は手話 に限 らず 、筆 談や 口話 な ど他 に もあ

ります。 しか し、手 話が必 要 とされ るのは、 ろう

あ者 の母 語で あ り、安 心感 を生むか らです。 私は

自分の手 話技術 を生か し、 少 しで もろ うあ者 が安

心 して 生活で きる看護 を提 供 して いきた いです。

このよ うに考 え、実践 で きる には、今 まで積 み重

ね て きた 経験が あ るか らで す。み な さん も、 「自

分 だか らで きる事 」 を大切 に し、 伸ば して いって

くだ さい。 ときに、励 み にな り、 勇気づ けて くれ

ると思 います。

これか ら、試験 や実習 な ど辛 いと きもある と思

い ます が、 初心 を忘れず 、 自分の 目標 に向 かって

い って下 さい。最後 に、 皆 さんに とって、充実 し

た大学 生活 が送れ る ことを心か ら、お祈 り申 し上

げます。
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旭川医科大学に入学 して

医学科第1学 年 米 谷 理 沙

代は部活 中心だ った 為、

たわ けで はな いので まさか 本当に医 大に 合格 で き

る とは夢 に も思 って いな かった。 担任 だった 先生

にも'rば あきらめ られていた様である。そんな私が、

生 まれ持 った強 運で 合格,"人 生何が起 こるかわ

か らな い"と はよ く聞 く話 だが、 私は 身を持 って

これ を経験 した と1計 って よい。 そんな私 が医 大生

で ある実感 がわ かな いの も'11然 といえばi然 か も

しれない、,けれ ど授 業で覚えなけ$1ば な らな い事、

rl分 で 考えな ければな らな い事は 莫kな 量で、 は

旭川医 科 大学 に 人学 して もうす

ぐ1ヵ 月が過 ぎよ うと しているが、

私 は 今だ に 自分 が医 大生で ある と

いう実感がわ いていない。 まして、

白分が6年 後医 者と して働 く姿な

ど想 像す らで きな い。私 の 高校時

がむ しゃ らに勉強 して い

や くもめげそ うになっている、,しかし白分は/い 問、

医師 とい う職業 を[指 して勉強 して きた訳で あ り

将来 入の命に ・番近い ところで働 くのだ か ら、小 々

の事 でね をあげ ては い られ な い、,何事 に も努 ノノす

ればiit4)越 え られ られ るはずだ、,そう言 い聞か せ

て 生きてい る今Hこ の頃である。

私 は医 者に最 も大切な ものは、患 者さんの心 の

痛み がわか るや さしい心だ と思 って いる。6年 間

ひた す ら勉 強だ け して いて も、心 の冷た いただ の

医療 人間 にな って しまうに違 いない,,確 かに勉強

す る事 は た切な事 であ り、 不 μ∫欠であ るのだが、

他 に も学生時 代 にゃ らな ければな らな い事はあ る

はず だ。そ の 一つ として、 福祉施 設な どの現場 を

体験する事があげ られ るだろう。旭川医科k'r'に は、

早期体験 学 習 とい う実習が ある。私 が この,.,,,fを

選ん だ最 も大 きな理 由の ・つ にあげ られ る。 今は

まだ、体 験 して いな いが、 この実習 を通 じて、医

師 と して大 切な ものを学び と りた い。 そ して有意

義な キ ャンバ スラ イフにな る様 に何 事にも積 極的

にと り組 みたい。 自分 に負 けな い様頑張 ります,,

旭川医科大学に入学して

、

A騨 抽1噸

け

医学科第1学 年 良 永 明 博

旭川 医科 大学 に人学 して二週間

が過 ぎま した が、 とて も忙 しい毎

IIで す。 大学 受験 の時の勉 強 とは

令く異 な るチ ー上一 トリア ル学 習や

第 二外囚 語の 習得な ど、 多小の不

安 を懐 きなが ら も一・生懸 命に11文り

組 んで い ます、,私は高校 生の時 に生物学 を履習 し

て いな か_)た ため チ ュー トリアル学習 の 発表の準

備や、 高校で習 うべき生物 学の理 解 を 口的 とす る

総 合生命科学1の 復 習に は 人 一倍の努 力が必 要 と

さオiてい ます。 時 には理解 が進 まな く気 分が沈 ん

で しま うこと もあ りますが 、そ の疑 問点 が解決 さ

オ1た時 は生物学 のお もしろ さを感 じ、 また 「驚 異

の小宇宙」 と も称 され る 人体 の 不思 議 さに感心 し

て満 足な 気分 にな ります。 高校 生の時 に私 の先 生

が 「大学 に 人る と今の よ うな知 識詰 め込み 型の勉

強では な くな り、 自主的 に学問 をす る ことが重要

にな って くるよ」 とい うよ うな事 をお っ しゃって

私 を励 ま して ドさい ま したが、 その意味 を 「これ

が 大学 の勉 強か」 と理解 しな が ら忙 しい毎IIを 過

ご して います、,

さて私 は良 い医 師 にな るため に こ加か ら六 年間

医学 を し・っか りと勉強 して い こう、 と 考え ている

の ですが、 どの よ うな医師 が 良い医師で あ るとい

え るので しょうか、,まず 高 い医療 技術 を身 につ け

て いる ことが必 要であ る と思われ ます。 しか しそ

れだ けでは 人間が 人格 を もった 存在で ある以 ヒ患

者さんを健康にすることはで きないと思います、,「医

学 は 人間学で あ る」 という 言菓を私は聞 いた こと

が あ ります が、医学 、ひ いては 医療の対 象は心 を

もった 人間な のです.し た が ・一)て良 い医師 は優オ1

た医療技 術は もちろんの こ と、患 者さん のiliしみ

に共感 で きるよ うな優 しさを もっていな ければな

らな いと思 いますn短 く言えば1ク ・一ルな頭 とホ

ッ トな心 」が必 要 と され るわけで す。 この 二つ を

身につ ける こ とは容 易では ない と思 い ます が、 こ

れ か らの六 年間、 そ してそ の後の 長い医療活 動の

中で小 しずつ 身につ けるよ う努力 をti.ねて い きた

いと考えて います。
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「 旭川医科大学に入学して

看護学科第1学 年 青 山 悦 子

私が この旭川 医科 大学 に 入学 し

てはや2週 間。初 めて の 汰 暮 ら

しにも、よ うや く慣れてきました,,

i初 は知 って いる 人もいな く、 う

まくや って いけるか ど うか とて も

不安で した。 しか し、 その不安 と

は裏腹 にす ぐに友 人もで き、 看護科 のみんな とも

うちとけ、 充実 した毎 目を送 って います。部活 、

サー クルの 先輩 方 もとて も親 切で、 人間関係 を広

げ ることがで きま した。

この 大学 のい い所 は、看護婦 、保健 婦、助 産婦

全ての資格 を取 れ るll∫能性が あ るとい う所 です,,

その分勉強 は 大変です が、 多くの事 を学び 広 い視

野 を持 つ こ とによ って、 看護職 者 として だけで な

く1人 の人間 として成 長する ことがで きそ うです。

去年か ら新 カ リキ ュ ラム にな り、 よ り深 い 召護 の

勉 強がで きる と同時 に、一一・般 教 養 も広 く学ぷ こ と

ができるようにな りました。また、勉強だけでな く、

部括 動 も盛ん に行な われ てお り、 熱心 に取 り組 む

ことのできる学校 です。

私が他 の どの職業 よ りも、 看護 職 に就 きたい と

思 った埋 出は、 人間の心 と心 のっなが りが何 よ り

も強 く大 切な もの だ と感 じ、私 もそれ に直接 関わ

りた い と思 ったか らです。 病気 や ケガで苦 しみ、

精 神的 に不安 にな って いる患者 さん の話 を聞 き、

支えにな って、少 しで も患 者さんが病 気や ケガ を

克服 でき るよ う手 助 け した い と思 ってい ます。 専

門的 な知識 や技術 は もちろん の ことですが 、 この

人学 の4年 間で多 くの 人々と接 し、豊かな 人間性

を築 いて いきた いです、,ただ漠 然 と、 毎 日を過 ご

す のでは な く、 この大学 で学 んだ 令ての こ とを吸

収 し、 、'五派な看 護職 者になれ るよ う努力 して いき

た いです。

i

旭川医科大学に入学 して

看護学科第1学 年 高 梨 愛 子

旭 川医科 大学 に 人学 して、'卜月

が過 ぎよ うと して います,,ま だ'卜

月ですが、 この'卜月の問 に、 いろ

いろな ことを経験 しま した。新 人

生歓 迎 合宿 や新 入生合宿 研修 を通

して、友達 もで き、 大学 とは どん

な所な のか とい うこと も、小 しわか って きた よ う

な気が します。 授業 も始 ま り、 どこを勉 強すれ ば

よ いのか、何 を ノー トに とれば よ いのか、正 直言

って まだよ くわ か りませんが、 高校時代 よ りも、

白分 白身で考 え、判断 して学 んで いかな ければ な

らな い という ことは強 く感 じてい ます。 また、初

めての 一人暮らしは、確かに気楽ではあるのですが、

大変 な ことが 多く、親 や家族 のあ りがた さを改め

て感 じさせ られ ています、,

C

し

「看護 学生 は忙 しい」 とは、高 校時代 か らよ く

月'に し、 目に したii葉 で した。実 際 に入学 してみ

る と、時 間割 りに は空 きが な く、 確か に忙 しい と

感 じて います,今 は授業だ けで 大変な毎 口ですが、

先輩方 は時間 を ヒf・に使 って 部活 や アルバ で ト等

を して いる よ うな ので、私 もが んば ・ってみ よ うと

思 います,,大 学で は、勉強 は もち ろんです が、他

の こ とに も力 を人れ 、様 々な ことを経験 し、,・.fん

で いきた い と考 えて います 。 た くさんの経験 や 入

との交流 を通 して 視野 を広 げ、 この 旭川医 科k学

で 入間 と して も成 長 してい きたいで す。 看護の 知

識や技 術 を しっか りと学 び、そ して 、心 のケ アの

で きる看護 職 にな るた めに、4年 間 充実 した学 生

生活 を送 り、で きる限 りの 努/)を して いきた いと

思 って います。

この 先、 つ らい ことや 大変 な ことがあ ・一)ても、

合格 した ときの うれ しか った気持 ちや、 今思 って

いる ことを忘れず 、共通 の[標 を持 った友 人達 と

xえ 合い、 前へ進んで いきた いです。
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教授就任のご挨拶

微生物学講座 教授 若 宮 伸 隆

平成12年11月1日 付けで、本学微生物学講座教

授として赴任 いた しました。着任まで研究所に在

籍 していたために、講義、実習などの時間数が少

なく、のんびりしており、ご挨拶が遅れ皆様にご

迷惑 をおかけしました、この場を借 りてお詫び申

し上げます。11月 に旭川に移 り住んで、教授室か

らみえる大雪山に感動 していたら、雪が降って寒

くなり、講義と実習であっという間に平成12年 度

が終わって しまいました。医学部 にやってきて、

初めての学年試験も無事終了し、学生の皆さんも、

教室 員も、なんとな く安心 された様子をみて、私

自身もほっと ・息ついています。 まだまだ十分 と

はいえませんが、これか らも ・生懸命に講義、実

習を務めさせていただ く所在であります、 どうぞ

宜しくお願い申しF:げます。

以下に自己紹介をかねて、新任のご挨拶 をさせ

ていただきます。私は大阪で生まれ育ち、高校卒

業後弘前大学医学部に人学 し、卒業後大阪府立病

院にて小児科研修を行ないました。 白血病や川崎

病な どの原因不明の病気を[に して基礎医学の勉

学の必要性 を感 じ、大阪大学微生物病研究所大学

院(加 藤四郎名誉教授)に 入学しウイルス学や免

疫学を学びました。大学院終 了後、ハーバー ド大

学ダナファーバー癌研究所に留学する機会を得て、

分f生 物学や生化学を中心 とする細胞生物学に研

究をシフ トしました。帰国後は大阪大学微生物病

研究所にポジションを与え られ、微生物表面の糖

鎖に着日した基礎研究 とその後赴任された栗村敬

名誉教授か らエイズを中心 とする臨床ウイルス学

を学びました。

次に私の現在行なっている研究 についてす こし

述べさせていただきます。留学から帰国後、ウイ

ルスの糖蛋白に結合する蛋白質の解析をしている

際に動物血清 レクチン(血 液、 羊水、肺胞分泌液

に存在し、糖を結合する蛋白質)を 初めて知 りま

した。 この レクチンは、内部構造 にコラーゲン様

構造を有するために現在ではコレクチン(コ ラー

ゲン+レ クチン)と 呼ばれています。その当時遺

伝子解析の結果が出てお りませんでしたが、この

レクチンの欠損 しているヒ トは、易感染性である

という記述に目を惹かれました。 「レクチンな ら

ば糖蛋白や糖脂質に結合できるはずであり、それ

らを表面にもつウイルスに結合して(中 和抗体の

如 く)ウ イルスの感染阻止をおこすのでは?」 と

考え、 この仮説を証明す る研究 を思いつきスター

トしました。約10年 経ち、この仮説を支持する報

告が相次 ぐよ うにな り、 コレクチンの機能の本態

が微生物(ウ イルス、細菌、カビ)に 対する防御

機能であると認知 されるようにな りました。そし

て今、コレクチンを利用する経路は、ホヤな どの

原索動物以上の動物種で保存されてお り、補体系

とも相まって先天性の生体防御機構 に深 く関わる

と考え られて います(詳 しくは蛋白質核酸酵素

2000年4月 号拙総説参照)。 その後、私自身の研

究も進み、幸運にもいくつかの新 しいコレクチ ン

遺伝子のクローニングに成功しました。現在は、

世界で初めてクローニング した、 これ らコレクチ

ン蛋白質の機能解析を行なっているところです。

このように微生物学講座は若干スタイルを変えて、

新しい21世 紀を迎えました。私自身も研究スタイ

ルを、少 し臨床寄 りにして、臨床系の先生方に本

教室を、分子生物学、生化学、免疫学研究教室と

して活用していただけるようにと考えております。

幸い現在扱ってお ります、新規コレクチンはスカ

ベンジャー受容体機能 をもってお り、血管内皮細

胞などに局在 し、動脈硬化や血管炎に関わること

が推測されます。血管を研究の材料 としてお られ

る臨床系の先生方の研究参加を希望 しております。

また学生の皆さんも興味のあるひとは遠慮なく遊

びに来て ください。サイエンスをするのに年齢は

全 く関係ありません、学生で もやる気のある人は

大歓迎いたします。皆さんとともに切磋琢磨 しな

が ら、旭川か ら世界へ発信できる教育、研究を目

指 したいと思っています。

最後にお願いですが、大きな声で耳障りな大阪

弁を喋 りなが ら、わいわい議論 している小柄なお

じさんを見つけた ら、声をかけてください。学生

の皆さん、先生方の微生物学講座へのご来訪を教

室員一同心か らお待ちしております。

一11一
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日本 に来 て3年 間

古左学院 第3学 年
1司 弼 虎

北 海道で も一番寒 い旭 川 を暖か いと言 うと

び っ く りす る人が 多い と思 います。 しか し、

事実です。 私は 中国の 吉林省か ら来 ま した。

気温 はあ ま り差 が 有 りませんが 、冷た い風で

本 当の寒 さを覚 え ます、 この寒 さが私 が[本

に来 た原1大1です。 私 は 大学 を卒業 して、救急

内科 医師 と して働 き始 め ま した。 低体 温、 凍

死 の臨床例 を数 多 く経験 しま した。 この こと

か ら、私は寒冷 に 対す る体温 調節機構 に興味

を持 ち ま した。 中国 では、 この研究 があ ま り

にも進んでいなかった。先進国である日本では、

かな り進 んでいるだ ろ うと思 いま した。

1997年 私は 文部省の国費留学生 として、

ll本 に来 ま した。 旭川 に来 てか らもうす ぐ4

年 にな ります。 この4年 間、黒 島農汎 教授 の

もとで 勉学や研 究 を通 じて、 色々な 高度 な理

論 と技 術 を習 得 し、 様 々な 人 との出 会いか ら

日本の 人々の勤勉 さ、 たゆ まぬ努 力と強 い[

的意 識な どを感 じま した。 私 も、1司じよ うな

すば ら しい医学研究 者 にな るのが夢 です。特

に北海道 のよ うな寒冷地 で意義 深 い熱 産 生調

節機能に対す る研究 を続け、体温調節など色々

な生理現 象の解 明 のため に頑 張 りた いと思 い

ます。 勉強や研 究 を通 じて色 々な 高度な技 術

を習 得す る ことが 大事だ と思 いま したが、 目

本 人の 真而 日に仕 事に取 り組む精 神、従順 温

和的 な性格、IEし い礼儀 な どを勉 強す る こと

も同 じく大事だ と思 いました。

lr本 では、特 に旭川が とて も住 みゃす い と

ころだ と思 います。 日本 に来 て最初 は、言葉

が 一番の悩み で した。 多 くの場/au、 白身 を う

ま く表 現す る ことが て きず。 また、他 人の話

しがよく理解できず に困る事がよくありました。

ri葉 の壁 を越 え る と、 も う一つだ ったの は 日

本の文化や習慣、私には大きなシ ョックで した。

日本の文化は中国か ら来た とβわれているが、

日常の習慣は大分変わっていると思 います。色々

な 事で表現 方法や 考え方が違って、誤解があり、

・時期に 大変悩みま した。 しか し、 大学でも、

街で も、旭川 の 人々は 本 当にや さ しか った。

この4年 間、 た くさんの友達 を作 りま した。

研 究 生活 以外、 色 々な活動 に参加す る ことが

できまして、様 々な話題で 白由に交流 しました。

お 互い に理解 も進み ま した。 昔、 日本 と中 国

の問 に不{"=な 歴 史が あ りま した。 これ を忘れ

て はい けませ んが、 これ か らどうや って両 国

の友好 を発展すれば いいか とい うことは、 大

事だ と思 い ます。 従 って 、我 々国費外国 人留

学 生はLl本 にいる問だ けではな く、 白分の国

に返 って も、 両国の友好 交流 のための橋 にな

る ことが[本 政府 や国 民の 本意 であ る と思 い

ます。

4月 か らも う3年 生 にな りま した、 研究 生

活 には あ との2年 が短 い時 間ですが、 一生懸

命頑張 って 多 くの知識 を掌握 して、博 ±tiを

取 る ことが、 周 りで支 援 して いる多 くの 人々

の期待 を裏 切らない ことだ と思 います。

12



研 究 室 紹 介

小児科学講座 助教授 沖 潤 一

旭川医科大学の小児科学講座は、昭和49年4月1

日に吉岡 一先生(初 代教授)、 奥野晃正先生(第

二代目教授)、 藤田晃_洗 生の3名 が発令を受けた

のが始まりで、以後27年 間に同門会員が137名 と

いう大所帯にな りました。さらに、平成12年11月

16日 に第三代目の藤枝憲二教授が就任 し、特に内

分泌、分子生物学などの診療 ・研究面を中心に更

なる発展を目指しています。

小児科学教室の同門からは、旭川厚生、名寄市立、

療育センター、北海道療育園等、道北主要都市を

含め各地に複数の小児科医が常勤 し、充実 した卒

後研修体制を築き上げたと自負しております。

大学の診療では、内分泌 ・糖尿病 ・肥満、神経

精神、新生児、循環器、感染 ・免疫、遺伝、血液 ・

悪性腫瘍のグループがあり、小児科 という一つの

科ではありますが、様々な専門分野各々が 自由に

議論を重ねることができる雰囲気があ ります。各

グループの診療 ・研究は、内分泌では成長障害、

肥満、性の分化 ・成熟機構などの病態 ・病因を、

分r遺 伝学的、分子生物学的手法による解明を行い、

遺伝では、各種疾患の遺伝的異常の研究のみならず、

患者の会への支援などを行っています。神経では、

高次脳機能障害の研究、てんかん ・脳性麻痺児に

おける生体リズム障害に取 り組んでいます。感染 ・

免疫では、HIVを 含めた感染症の治療、MRSA院

内感染の分子疫学、ゲノム解析 によるA群 溶連菌

の病原性の解明を行い、循環器はカテーテル治療

に積極的に取 り組み、生体 リズムの解明や動脈管

や肺循環に関する研究を行い、新生児は今年オー

プンするNICUの 準備に追われながら、リスクの高

い低出生体重児の管理 ・治療を行っています。血

液悪性腫瘍は、4月 から吉田先生を迎え、従来から

行っている造血幹細胞移植な どを、更に発展 させ

ていく予定です。長期治療が必要となる患者が多く、

訪問学級の設置等で、入院生活を充実させており

ます。このように小児科では、個 々の患者さんを

大切にしながら、幅広い分野に取り組んでおります。

新たな力をいつでも歓迎します。

麹糧
総回診風景

旨

新歓合宿を終えて

新歓実行委員会委員長 三浦 沙智子

私たち新歓委員は新入生に楽 しんで もらえるこ

とを一番の念頭におき、去年の自分たちが迎えら

れる側だった合宿を思い出しながら、良かった点、

悪かった点を考え、私たちな りの合宿を作 り上げ

るため、合宿係を中心に色々な案を出し合い準備

を進めてきました。当日、実際に合宿が始まると、

次々と予想外のことが起 こりましたが、そのたび

に皆で協力してなんとか無事に合宿を終えること

ができました。学生課の方々、上級生のみなさん、

特にホテルの方々には無理なことばか りをお願い

したにもかかわらず、寛大な気持ちで私たちに協

力してくださった ことをこの場を借 りてお礼 申し

上げます。そして新入生のみなさんと楽しく2日

間を過ごせたことを心からうれしく思います。来

年も今年の反省を生かしたすば らしい合宿が行な

われることを楽 しみにしてお ります。

大学祭のお知らせ

大学祭実行委員会委員艮 小谷 俊雄

新 世紀 を迎 えはや数 ヵ月、 旭川医大 に も毎年恒例 の医

大祭 の季節がや って参 りま した。今年度は6月15日 か ら

3日 間開催す る こととな り.4年 生 を中心 に実行 委員会

を結成 し準備 を進めて いる最巾です。

ところ で今 年の 医大 祭 は、 テー マ を 「医 科 フ ェス タ

2001～ 医大の枠 を越 えて、旭 川の祭 へ」 とし、新世紀 と

いう節目に新 しい医大祭 の形を提案 します。昨年 を大 き

くr.回 る企画内容 を準備 し、広 報活動 を幅広 く行 な うこ

とで、 他大学 に引けを とらない もの を作 りr.げ 、 市民の

皆様 に 「旭川の祭」 として認 知 して頂 く ことが狙 いとな

って います。

今年は、旭川では滅多に見 ることのできないゲス トや、

楽 しい企画が 目白押 しとな ってい ます。私 達の試み に御

期待下 さい。そ して多 くの方 の御来場 を一同心よ りお 待

ちしてお ります。

企画(名 称 は仮)6月16日(土)

O萩 原次晴講演会 ○ フリーマーケット ○公開模擬授業

○受験相談O医 学展(体 験コーナー付)○ 健康診断

Oゲ ーム大会 ○模擬店 ○花火大会

6月17日(日)

○ゲス トライブ(景 品抽選会付)(W-finds,八反安未果,SDP)

O公 開模擬授業O受 験相談O医 学展(体 験コーナー付)

O健 康診断 ○パークゴルフ大会O模 擬店O後 夜祭
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口 ■ 璽内三4一ス

平成12年 度 学位記授与式

平 成12年 度 学 位 記 授 与式 が 、:i月24日(金)10時

3〔〕分 か ら本 学 休 育 館 に お い て 挙f」され ま した,、

式 で は 、本学 室 内 合 奏団 が 奏で る 調 べ の な か 、卒業

生170名(医 学 科101名 、看護 学 科(i9名)に 学 十 学 位

ll己が 、博 上修 ∫'者18名 に 博 士 学 位 記 が 一 入ひ と りに

F渡 さオ[ました。

つ いで 学 長か ら 寧業 にあ た り式 辞 が 述 べ られ ま し

た 。

(学生 課)

平成13年 度 運営組織

本 学 に は 、 医 学 教 育 につ い て の 調'董研 究 、 教 育

課 程 の 編 成 、 修 学 指 導 、 授 業 及 び 試 験 の 実 施 、iii.

位 の 修 得 及 ひ 履 修 、 学 籍 関 係 等 に つ い て 審 議 す る

機 関 と して の 教 務 委 員 会 と学 生 の 厚 生 補 導 に 関 す

る 調 査研 究 、 学 牛 の 課 外 括 動 、 福 利 厚 牛 等 に つ い

てllfPicす る 機 関 と して 厚 生 補 導 委 員 会 が あ りま し

た が 、 平成13年 度 か ら両 委 員 会 を ま とめ 教 務 ・厚

牛 委 員会 と しま した 、,

委 員会 の'r成1:i年 度 の 委 員は 次 の とお りで す、,

〈 教 務 ・厚 生 委 員 会 〉

平 成13年 度 入 学 式

医 学 科 ・看 護 学 科 の 入学 式 が 、4月711(金)

10時 か ら本学 体 育館 にお いて 挙f∫され ま した 。

式 で は 、 新 人 生155名(医 学 科95名 ・百 護 学 科

(iO名 ・看 護 学 科 第3次 編 入 生10名)を 代 表 して 医

学 科 浅 羽瞳 さん が'1'(*をfiい 、 医 学 牛 ・看護 学 生

と して の 自覚 を 新 た に 大学 生 活 ぴ)第 一歩 を踏 み 川 し

ま した,,

(学生 課)

委 員 長

副 委員長

委 員

月 桐 一(副'γ 長)

山 内 也(図 書 館 長)

八 竹 直(保 健 管 理 セ ン タ ー 長)

近 藤 均(医 学 利 第1学 年 学 年 担 当)

桑木 要 喜 矢IIq矢'層〕♪不斗第2'9〕 ρで1・'1〕♪で1・』rl当)

谷 本 光 穂

鈴 木 裕(医 学 科 第3学{1・ 学 年 担'11)

f/}藤}亮qケ ミ学:利 ㌶}4'γ:イi'}を年 担 当)

)1♪川 明

葛 西 眞 ・(医 学 科 第5'正}詐年 学 年 担 当)

松 野Uく(医 学 科 第6学 年 学 年 担'1つ

r薬 茂

望 月 、督r勝(看 護 斗 不1隔1学 年学 年 担'11)

{f月1㍉ τ暴(肴 画4{≦'7'不1・勿「,2'L}ζ'で「'」}∫'fil日'1～)

岡m汀r(看 護 学 科・第3'1'fl学{1担'11)

1ヒ拳すク＼〕三ゴ(石 ゴ儀/ρ不斗第1ブ1♪臼'』1ρ臼Jl1"i)

[新 入生研修実施 される
'1`1,k

,13年 度 新 人生r↑宿 研 修 が、看護 学 科 は4月16日(月)・1711(火)、 医 学 科 は4月23日(ID・2'111(火)の1泊

211でliく に、)三瑛[liPく雪lllrl銀 観 ソ己ホ テ ル にお いて 実 施 され まLた 、,

研 修 で は 、特 別 講 演 等 有意 義 な 内 容 で 執 り行 な わ れ 、看 護 学 科 で は 、交 流 会 に お い て新 人生 及ひ 教官 と の 親u、

医 学 科 に お い て は 新 カ リキ ュ ラム ・先輩 か らの メッセ ー ジに 対 して 新 人 生 と教 官 と の 問 で 、今 後 参 考 とな る質 疑

応 答がfrCaわ オ[ま した.
(学生 課)

.

懲

角～

r

婦嘩

9

t
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【体 育 系 】

学 生 団体 一 覧
平 成13年 度 承 認 され た 学位 団体 は以 下 の とお り

で す。

(平成13年4月 現在)

団 体 名

会
員
数 寧年

責 任 者

長一 名
顧 問教官 備考 団 体 名

会
員
数 学年

責 任 者

氏 名
顧 問教官 備考

且 ラグ ビー部 33 医5 廿二井 崇 裕 原渕 保明 継続 L2 サイクリングクラブちゃりんごの会 14 医4 寺 ド 勝 巳 山嫡 浩 継続

z 準硬式野球部 3h 医5 丹保亜希人 占山 晃敏 〃 23 女子バスケ ットボール部 25 医5 小林 祐希 T葉 茂 〃

3 卓球部 41 医4 岩崎 剛志 谷 口 成実 〃 14 ソ フ トボール同好 会 zz 医3 赤坂 直哉 渡部 剛 〃

4

5

陸上競技部

競技 スキー部

25

54

医5

医5

渡邉 浩 司

奥lll峰 志
一

稲尾 茂則

小川 勝洋.一一

紀野 修 一

〃

〃

〃

L5

26

z7

マ ラソンクラブ

女子バ レーボール部

アイ スホ ッケー部

io

24

LL

医5

医3

医4

渡邉 浩司

一色 史枝

結城 一声

飯塚 二

谷本 光穂

松野 丈夫.一一一

上 口勇次郎

〃

一一.一

〃

〃

〃

h ゴルフ部 34 医5 板橋健太郎

7 硬式庭球部 33 医5 金野 陽 高 出中 達也 〃 za 男子ハン ドボール部 23 医5

一一一一

荒木 保清

s バ ドミン トン部 so 医4 藤田 雅樹 川 村 祐 ・郎 〃 29 乗馬クラブ 8 医6 高野 和哉 金子 茂男 〃

9 男子バ スケ ッ トボー ル部 26 医5 木村 文昭 千葉 茂 〃 30 R・F・S・C(釣 り同好 会) 1且 医3 櫻本万治郎 山内 一也 〃

10 空手道部 is 医4 只野 雄飛 相澤 仁志 n 31 カ ヌ ー部 10 医3 古川 健太 宮本 和俊 〃

11 柔道部 7 医4 山内 直 人 原渕 保明 〃 32 女子ハン ドボール部 19 看3 大友 淑/・ 上[勇 次郎 〃

ii
iJ

サ ッカー部

男子バ レー ボール部

36

16

医5

医3

小林 浩

今西 俊介

菊池健次郎

東 信良
一一一一

〃

.土.
〃

〃

33

sn

ピクニ ック同好 会

トライア スロン部
一一 一 　 一

L5

s

29

8

医4 中垣 裕介 内藤 永 〃

医4

医3

医3

白石 学

石居 信人

梅澤 耕学

本問 龍也

松野 丈夫

〃

〃

〃

剣道部 21 医3 近藤 祐地 山崎 弘資 3u

36

イ ン ラ イ ン ホ ッケ ー部

lll岳部 13 瞑4 増 出 竜人 佐藤 啓介

一

スキ.1一 バ・ダ イビング部 林 要喜知

16 弓道部 37 医5 橘 賢廣 吉田 逸朗 〃 :i7 草野球同好会 47 1矢3 吉光 雅志 林 要喜知 〃

17 ワ ン ダ ー ソ ォー ゲ ル 部 10 医4 安 山 耕 ・ lll内 ・也 〃 38 IIMS～ 総合格闘技同好会～ zs 医4 岡 山 耕,i,. 小川 勝洋 〃

18 大東流合気道部 zi

4u

医1

医4

橋 崎 友 美

lll内 直 入

林 要喜知

石川 睦男

n

〃

39
-

40

旭川医科大学ヨサコイ研究会
幽i一

3v 医2 桝谷 将偉 林 要喜知 〃

Qσ

O12

ソ フ トテニ ス部 ボー リング同好 会
'i

28

9

医4

医4

佐藤 泰征

谷紀 幸

廣岡 憲造

小川 勝洋
一 一 一 「"一 一.-一

新規

〃水泳部 33 医3 大坪 雅見 石 川 睦 男 〃 41 ツー リング同好 会

zi 基礎スキー部"SNOWINIECTION" 41 医5 丸茂 屠 油野 民雄 〃 41団 体 1037

【文 化 系 】 (平成13年4月 現 在)

団 体 名
会
員
数

責 任 者
顧 問教 官 備考 団 体 名

会
員
数

責 任 者
一 一 一. 顧 問教官 備考

学年 氏 名 学年 氏 名

1 写真部 H 医2 塩田 義彰 谷本 光穂 継続 17 ビリヤー ド研究 会 且4 医5 藤岡 俊介 上lI勇 次郎 継続

2

3

F・S・S

医療 研 究 会

16

8

医4

医4

中島 翠

遠藤 尚宏一一 一一一一

高橋紀久子

内藤 永

宮本 和俊.一

坂本 尚志

〃

〃

〃

1R

19

温 泉研究会

#i道部

2;

14

医4

医2

岩崎 剛志

内田 暁彦

谷fi成 実一

中村 正雄

〃

〃

4 茶道部 19 医4 zo 園芸療法研究会 26 医4 _三浦 巧 安川 緑
一 一一一一一一一一

橋本 眞明

〃

〃J 将棋部 10 医3 北岡 寛教 ・
.]勇 次 郎 〃 L1

つ

AMC臼(エ イエムシー スクウェア) 11 医2 松本 哲

6 .rnzz研 究 会 16 医4 高山 延寿 佐賀 祐司 〃 22 塁の会 7 医4 平林 耕.一 伊藤 亮 〃

〃7 ギ ター部 7 看3 田村亜沙美 林 要喜知 〃 23 電子音楽研究会 15 医4 阿部 暢彦 近藤 均

8 ロック研究会 36 医4 L一野 伸 展 伊藤 博史 〃 24 熱帯医学研究会 8 医4 平 林 耕 ・ 伊藤 亮 〃

9 聖書研究会 9 医5 安藤 牧子 内藤 永 〃 25 文芸サークル～ぷんぷん 4 医4 遠藤 尚宏 近藤 均 〃

O

1

9臼

-

1

1

ブラスア ンサ ンブル
.一.一

室内合奏団
一

旅芸人倶楽部

14 医3 岩本 英孝 北 進 ・ 〃 26 競技マー ジャン同好会 10

14

16

医4

看4

医3

巾III智 英

高松 安 里

佐藤 陽子

近藤 均.一

石川 ・志

平 義樹

平 義樹

〃

30

27

医4 笹栗 綾乃 北 進一 〃 27

一一一一一..一一

アカペラ・コーラス同好会"よつゆ閃
一 一一 一

モル ツの会

新規

倹3 佐 々木卓也 原渕 保明" 28 〃
一

〃

〃

一一.一

13 合唱部 59 医3 吉田 充彦 小川 勝洋 〃 L43 音楽部 y 医4 宇佐見和哉

14 旅と鉄道研究会 14 医3 坂田 志紋 平 義樹 " 3U 対話者塾 5 医9 本谷 方克 近藤 均

15 美術部 12 医3 lll手 直 樹 大]向 浩 〃 30団 体 474

16 A・V・A(ボランテ ィア同好会) 11 看3 酒見 佳奈 平 義樹 〃

一LJ一



睡 成13璽姓 な薩 ■
4月6H

4月16口 ～17日

4月2a日 ～24日

6月15口 ～17日

9月5日

9月2611

--)15日

3月25H

入学式

看護学科新人生合宿研修

医学科新入生合宿研修

医大祭

体育大会

角孕音llイ本慰霊∫亡

本学記念口

学位記授与式

(学生課)

「=一 一教官の異動
定年退職

11

11

辞 職
11

11

採 用
〃

冒 任
〃

辞 職

133

11

31

1

〃

43
.

覧1

)(3
`

属
1号

「

曝1

生理 学 第 一 教 授 黒 島 農 汎

哲 学 〃 岡 山 雅勝

寄 生 虫学 〃 宮 本 健 司

耳 鼻 咽 喉 科 講 師 小 林 占 史

産 科 婦 人科 〃 玉手 健 ・

歯 科 口腔 外 科 〃 西村 泰 ・

角翠音II学第 一 教f受r㌧Li」 励こ茎:

寄 生 虫 学 助 教 授IIIIIIAJ浩

歯科[腔 外 科 〃 松 川 光悦

目艮手斗 丘辞 臼而 弓け也 泰 ・

眼 科 〃 小笠 原 博宣

が

の

ヤ

糾
薬理学講座 助教授

原 明 義

ドー ピングとオ リンピ ック

1992年 に 開 催 され た 冬 季 の ア ル ベ ・一ル ビ ル 、 夏 季

の バ ル セ ロナ の 両 オ リンビ ッ ク以 降 、 オ リン ピ ッ クは 、

蔓 季 大 会 と 冬 季 大 会 の 開 催 を2年 ず ら して 交 互 に 開

催 され る よ う に な 一った 、 世 界 トッ プ ク ラ ス の 選 手の

競 技 を 、2年 毎 に 観 られ 楽 し め る よ う に な っ た わ け

で あ る 。 オ リ ン ピ ッ クで 、 毎 回 の よ う に 問 題 とな る

の は ドー ピ ン グ で あ る 。 ドー ピ ン グ 検 査 が 初 め てIE

式 に 行な われ た の は、1968年 の グ ル ノ・一ブ ル(冬 季)、

スキ シ コ 榎 季)大 会 で あ る が 、 当 時 、 検 査 の 対 象

と な っ た の は 、 麻 薬 や 覚 醒 剤 な ど 習 慣 性 の あ る 限 ら

れ た 薬 物 に す ぎ な か)た ら し い 。 現 在 、 国 際 オ リ ン

ピ ッ ク 委 員 会(1(二)C)は 、 中 枢 興 奮 薬(覚 醒 剤 を 含

む)、 麻 薬 性 鎮 痛 薬 、 蛋 自 同 化 薬 、/3z一 刺 激 薬 、 利

尿 薬 の ほ か 、 成 長 ホ1レモ ン や エ リ ス ロ ポ エ チ ン な ど

を 禁 止薬 物 に 、lflL液 ドー ピ ン グ を 禁 止 ノ∫法 に 指 定 し

て い る 。

ドー ピ ン グ 検 査 で 陽 性 とな る の は 、 これ らの 薬 物

や 方 法 を 意 図 的 に 使 用 し た 場nだ け で は な い 、 ド・一

ピ シ グ を 行 な っ た つ も りが な く て も、 ドー ピ ン ゲ 陽

性 と な り厳 し い 処 分 を 受 け る こ と が 、 少 な か らず あ

る よ うだ 。 例 えば 、 昨 年 の シ ドニ ・一オ リ ン ピ ッ クで 、

女 ∫二体 操 選fが 感 冒 薬 を う っ か り服 川 し て し ま っ た

た め に 、 金 メ ダ ル を剥 奪 され た こ とは 記憶 に新 しい,,

ま た 最 近 、 成 分 が 明 記 さ れ て い な い 栄 養 補 助 剤 が 、

新 た な 問 題 と して 浮Lし て き た 。 今{1211の 読 売 新

聞 に よ る と 、 米 国 ユ タ州 で 生 産 され た 栄 養 掃i助 剤 を

服 川 した レ ス リ ン グ と 電 量 〉}毫げ の 選rが 、 ド・一ビ ン

グ 陽 件 と な り2年 問 の 資 格 停 止 処 分 と な っ た 。 栄 養

補 助 剤 に は 、 蛋 白 同 化 作 川 や 利 尿 作 川 を 有す る 成 分

を 含 ん で い る に もか か わ らず 、 ユ タ州 が これ を 医 薬

品 で は な く 食 品 と して 認rす る 条例 を 制 定 した 。 し

た が っ て 、 栄 養 補 助 剤 に は 、 こオ1ら の 成 分 名 は 記 載

され て お らず 、 ま た 、 商 店 な どで 簡 単 にrに 人 る と

こ ろ に 落 し穴 が あ ・')たよ う で あ る.ド ー ピ ン グ は オ

リ ン ピ ッ クの 価 値 を 苫 し く 損 ね る だ け に 、 こ の 場r†

に お いて も、1(一)Cの情 状 酌 吊がな いの は 当 然で あ ろ う。

同 時 に 、 こ う し た 栄 養 補 助 剤 が 食 品 と して 認uJさ れ

た こ と と、 そ れ を 長 期 間 自 山 に 摂 取 し た 場rヤ の 牛 体

へ の 影 響 に 、 疑 問 を 抱 か せ る 記 事 で あ っ た 。

20世 紀 は 、 薬 物 受 容 体 理 論 の 確 立 と と も に 、 画 期

的 な 創 薬 が 次 々 とな さ れ 、 人類 は 多 く の 疾 病 か ら救

わ れ る よ う に な っ た 。 そ の ・方 で 、 薬 物 が 入 類 の ス

ポ ー ツ の 祭 典 に悪 用 され て き た のは 何 と もや るせ な い。

今 世 紀 に は 、 遺 伝 子 組 換 え に よ る 、 い わ ゆ る 遺 伝1く

ドー ピ ン グ に ま で 踏 み 込 む 口∫能 性 が 強 く懸 念 され て

い る 、 次 回 の 夏 季 オ リ ン ピ ッ クは 、2004年 に ア テ ネ

で 開 催 さ れ る.舞 台 は 近 代 オ リ ン ピ ッ ク 発 祥 の 地 に

戻 る.1ら も ス ポ ー ツ 本 来 の フ ェ ア プ レー 精 神 に

戻 ・って も ら う こ と を 願 っ て い る 。

lEfi一




